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本波正相成分の低下を 3/4 周期以内に検出できる。また、ソフトウェアによる位相同期システム (PhaseLocked Loop) 
を開発し、瞬時電圧低下時の位相ロックなどの精微な制御が可能で、かつハードウェアの負担を減らしたシステムを構
成している。.
(2)直列注入電圧のフィード、バック制御を行うことにより、制御の無駄時間に伴って生じる三相不平衡を補償し、過渡
時にも良好な瞬時電圧低下補償の結果が得られることを示している。以上の工夫を凝らして構成された制御系により
実験を行い、最小エネルギー注入方式の有効性を実験により示している。
(3)直列電圧注入による瞬時電圧低下補償装置を限流器としても使えることを示し、制御系の構成を行っている。電圧
注入方式として限流時に電流波形に直流成分が発生しないように、また、限流装置が吸収する有効電力が極力少なく
なるように工夫を行っている。すなわち、電流と同位相の電圧を注入する抵抗限流方式を限流当初に行い、その後徐々
に注入電圧の位相を進ませて最終的に 90 度位相の進んだ電圧を注入するリアクトル限流方式を行う新しい制御方式
を提案し、制御系を構成して実験を行い、良好な限流特性を得ている。
以上のように、本論文は SMES を用いた直列電圧注入型の瞬時電圧低下対策装置およびその応用である限流装置の
制御方式において、新方式を提案しその特性を実験的にも検証したものであり、その過程において種々の新しい技術
的な提案をしており、多くの知見を得ている。本論文で提案されている制御手法は SMES だけでなくキャパシタなど
他のエネルギー貯蔵装置を用いた瞬時電圧低下対策装置および限流装置の制御にも適用が可能であり、この分野の技
術の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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